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平成23年度第６回大阪府河川整備委員会　議事概要

日　時
：平成２3年11月14日（月）18:00～21:00
場　所
：大阪府公館　会議室
出席者　：堀委員長、石田委員（途中参加）、下村委員、多々納委員、田中丸委員、中谷委員、
野呂委員、福田委員、道奥委員　計９名（欠席：中嶋委員）

結　論


概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 一級河川寝屋川流域の当面の治水目標の設定等について
＜当面の治水目標達成後の残余リスク及び治水手法の実現性について＞

〇河川管理者として、小学校等を所管している教育委員会や社会福祉施設、避難所などへもリスク開示し、連携を深めていくことが大切。
●リスク開示については、現在も積極的に進めており、今後も引き続き取り組んでいく。
〇地下施設としては、地下鉄以外にも小規模な地下空間が数多くあるので、寝屋川流域内の浸水の懸念されるエリアを広く情報開示してもらいたい。
●水防法でも地下施設の届出義務があり、これら情報をもとにしつつ、市町村とも連携して情報開示を進めてまいりたい。
〇寝屋川流域は事業所が集積しているため、住民のみならず、流域外からの就労者へのリスク開示も進める必要がある。
●商工会議所等を通じた事業者に対するリスク開示についても、取り組んでまいりたい。

○当面の治水目標達成後の残余のリスク及び治水手法の実現性について確認し、提案の目標（1/30確率降雨対応）と事業効率が最も有利な治水手法とすることで了承。
＜河川整備計画の変更に向けて＞
○寝屋川流域での目標水量は説明されていたが、正常流量は設定されているのか。

●現整備計画では正常流量は設定されていないが、清流ルネッサンスⅡ計画において類似の観点から算出した水量を目標水量としている。

○濃度を指標に水質評価されているが、下水由来の負荷量等の大阪湾への負荷量を総量として減らしていく視点も必要なのではないか。

●負荷量の総量規制に関しては、流域市も参画する寝屋川流域協議会で、検討してまいりたい。

〇流域全体としての大きな目標と支川毎・水域毎の環境整備のイメージやテーマを示す必要があるのではないか。
●寝屋川流域は、上・中・下流域で地域特性も大きく異なるため、整備内容も異なっているが、流域全体に適用できるようなキャッチフレーズを検討できればと思う。
〇中下流域での特殊堤防は景観面からは好ましくないが、人命・財産を守る施設でもあり、治水効果を発揮していることのアピールや、川の中の様子が分かる手だてを工夫すべき。
〇水質の指標として魚類などの生物を使ってわかりやすくしてはどうか？
水質と生物のつながりを示すことで、住民の川への愛着を促すことができれば良いのではないか。
○住民が川を見る機会を増やすことは大切であり、例えば、遊歩道整備の進捗や舟運が可能な範囲などを示すことはできないか？

〇理科教育推進のフィールドとして河川は最適であり、そうした視点で学校関係者とも連携して取り組んでもらいたい。

●既に、河川をフィールドとして、パックテストによる水質調査や魚類等の水生生物調査など学校と連携して取り組んでおり、今後も引き続き進めてまいりたい。

〇水質改善の傾向が近年は鈍化しているが、今後の目標として、どのような展望を考えているのか。
●流域内の約13万人の生活雑排水未処理人口の影響が総負荷量の35％を占めることから、これを軸に、流域市とも連携し、次の展開を検討する。
〇整備計画における「水環境」、「水辺環境・まちづくり」の項目で、現計画、進捗状況、課題、どのようなポイントで変更しようとしているのか、わかりやすく示すべき。
〇本日いただいた委員からの意見を事務局で整理の上、変更素案を作成いただき、次回以降の委員会で審議とする。
(2) 二級河川大川の当面の治水目標の設定について
＜当面の治水目標の設定について＞

○氾濫シミュレーション結果から、下流域の氾濫地域は旧河道であったのではないか。
●確認し、報告する。
○逢帰ダムの効果について、どの程度の降雨に対して、全量カットなのか。
●1/200降雨に対しても、全量カット可能である。
〇当面の治水目標を1/10降雨対応とした上で、河道改修すると、1/100降雨に対しても大きな氾濫は生じていない。これはどうしてか。
●河道改修では、掘込河道の改修に併せ余裕高さ60cmを確保することとしているが、1/100降雨の計算では、余裕高分の効果により氾濫エリアが拡がっていない。

〇1/10対策により結果として1/30でも被害が出ないとなると、河川の実力としては1/30相当と言えるが、一般には非常にわかりづらく、住民にわかってもらえるような工夫が必要。
〇避難時の情報として、氾濫水の流速も重要であることから、流速が早くなる位置やどの程度早くなるかなども考慮し、開示してはどうか。
●地域でのリスク開示・周知では、流速情報も調べて記載できるよう検討する。

〇当面の治水目標を1/10確率降雨対応とすることで了承。
＜治水手法案について＞

○本日提案された治水手法案について、次回以降、引き続き審議する。
(3) 報告事項
＜芦田川水系河川整備計画（案）＞

○本日報告の内容にて委員会案とする。
＜二級河川芦田川河川改修事業の再々評価について（意見具申）案＞

○本日報告の内容にて意見具申とし、本日付で知事に報告する。
一級河川寝屋川流域の当面の治水目標の設定等について


・残余のリスクなどを確認し、提案の目標（1/30確率降雨対応）と治水手法について了承。


・水環境、水辺環境などの課題についての意見を踏まえ、次回以降、河川整備計画（素案）として、審議する。


二級河川大川の当面の治水目標の設定について


・目標を1/10確率降雨対応とすることで了承。


・説明した治水手法について、次回以降、引き続き審議する。








